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ゆきとくん（1歳）

　
Ｊ
Ａ
う
ま
は
、
第
２３
回
通
常
総
代
会
を
６
月
２６
日
に
四
国
中
央
市

土
居
文
化
会
館
ユ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
７
０
２
名
の
う
ち
５
１
８
名
（
本
人
出
席
２
７
４
名
、

代
理
出
席
３
名
、
書
面
議
決
参
加
２
４
１
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

三
島
豊
岡
地
区
の
河
村
一
碩
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、
上
程
し
た
９

議
案
と
特
別
決
議
を
審
議
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第第
２３
回 

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

第
２３
回 

通
常
総
代
会
開
催
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第
２３
回 

通
常
総
代
会
開
催組

合
長
挨
拶
（
抜
粋
）

　
平
成
３０
年
度
当
組
合
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
は
厳
し
い
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
も
あ
り
ま
し
た
本

店
の
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
広
場
へ
の
新
築
移
転
や

跡
地
の
有
効
活
用
な
ど
充
実
し
た
協
同
の
成

果
を
ご
報
告
で
き
る
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

ご
理
解
と
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合

員
・
地
域
の
皆
様
方
に
は
改
め
ま
し
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
と
な

り
、
新
し
い
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

わ
た
く
し
た
ち
農
業
協
同
組
合
は
平
成
の
時

代
に
「
農
協
」
か
ら
「
Ｊ
Ａ
」
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
事
業
や
活
動
を
通
じ
て
幅
広
く
多
く

の
地
域
住
民
と
の
繋
が
り
を
築
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
が
今
直
面
す
る
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
、
新
時
代
令
和
で
は
、
平
成

で
築
い
た
地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
、
組
合

員
・
地
域
住
民
の
声
を
起
点
と
し
た
自
ら
の

創
意
工
夫
に
基
づ
く
積
極
的
か
つ
多
彩
な
事

業
と
組
織
活
動
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
地

域
の
農
業
と
よ
り
良
い
く
ら
し
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
を
一
つ
ひ
と
つ
着
実
に
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
は
地
域
に
根
差
し
た
農
業
協
同

組
合
と
し
て
そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
今
ま
で
以
上
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■承認された議案

●報告事項
　2018年度貸借対照表・損益計算書および注記表の内容の報告並びに全国監査機構の監査報告及び監事の監査報告について

●第1号議案
　2018年度事業報告・剰余金処分案の承認について
●第2号議案
　2019年度事業計画の設定について
●第3号議案
　第8次中期経営計画及び第8次中期営農振興計画の設定について
●第4号議案
　定款の一部変更について
●第5号議案
　定款附属書総代選挙規程の一部変更について

●第6号議案
　監事監査規程の一部変更について
●第7号議案
　会計監査人の選任について
●第8号議案
　2019年度における理事の報酬について
●第9号議案
　2019年度における監事の報酬について
●特別決議
　創造的自己改革の実践の加速化に関する特別決議
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令和元年度　事業計画　基本方針重点実施事項

（１）農業生産の維持・拡大に向けた生産・販売機能強化
　①多様な消費者ニーズに対応した販売戦略、および契約・予約販売等の実践による有利販売に取り組みます。また、生産資材の安価
供給や低コスト生産技術の導入等、農業生産におけるトータルコストの低減により、農業者所得の向上を図ります。

　②営農指導員の資質向上等営農指導をより充実させることに加え、（株）JAファームうまを中心とした農作業受託により農業生産力
を高めるとともに、担い手や新規就農者の支援に取り組みます。

　③地域農業に対する支援・理解活動に取り組み、産直市ではお客様に喜ばれる品揃えと店づくりに努めるとともに、生産履歴記帳の
継続等により安心・安全な地元農産物を地域の皆様に提供します。

（２）組合員や地域の皆様から必要とされる組織であるための取り組み
　①訪問・事業・活動等の多様な接点を通じて組合員と対話し、一人ひとりの「声」を聴き、組合員と日常的に対話できる関係づくり
に努めます。

　②これまでどおり総合事業を継続し、組合員・利用者に幅広く事業を利用していただき、組織内でも事業間の連携を図り、より質の
高いサービスを提供していくことで、組合員の生活や営農活動での利益に繋げていけるよう努めます。

（３）時代や環境の変化に対応できる経営基盤の構築
　①将来にわたり地域社会に貢献することができる盤石な経営基盤を構築するため、すべての事業にわたる事業伸長策の実践、および
効率化や生産性の向上に取り組みます。

　②准組合員を農業や地域経済の発展を農業者とともに支えるパートナーとして、JAの事業や活動への理解醸成と参画の場づくりを進
めていきます。

　③公認会計士監査移行初年度にあたり、これまで取り組んできた各種内部統制を整理・見える化し、内部統制システム基本方針に掲
げた内部統制の運用状況について自ら点検・確認・改善を行い、財務情報その他組合情報を適切に開示するための体制づくりに努
めます。

平成30年度　損 益 計 算 書
（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで） （単位：千円）

１　事業総利益
　　（１）信用事業収益
　　（２）信用事業費用
　　信用事業総利益
　　（３）共済事業収益
　　（４）共済事業費用
　　共済事業総利益
　　（５）購買事業収益
　　（６）購買事業費用
　　購買事業総利益
　　（７）販売事業収益
　　（８）販売事業費用
　　販売事業総利益
　　（９）保管事業収益
　　保管事業総利益
　　（10）利用事業収益
　　（11）利用事業費用
　　利用事業総利益
　　（12）製造事業収益
　　（13）製造事業費用
　　製造事業総利益
　　（14）農作業受委託事業収益
　　（15）農作業受委託事業費用
　　農作業受委託事業総利益
　　（16）育苗事業収益
　　（17）育苗事業費用
　　育苗事業総利益
　　（18）福祉事業収益
　　（19）福祉事業費用
　　福祉事業総利益
　　（20）その他事業収益
　　その他事業総利益
　　（21）指導事業収入
　　（22）指導事業支出
　　指導事業収支差額

2,415,092
1,294,765
110,297
1,184,467
616,327
37,770
578,557
1,452,302
1,225,180
227,122
454,760
317,281
137,479
287
287

38,248
3,171
35,076
21,346
13,787
7,558
14,968
9,577
5,391
68,827
32,286
36,540
257,330
40,253
217,076
494
494
7,887
22,847

△ 14,959

2,277,692
1,570,895
247,498
78,452
370,355
10,491
137,399
188,253
398

109,971
72,462
768
4,651
36,608
3,520
1,089
28,217
△ 184
3,966

289,044
18,905
5,742
13,162
294,592
164,560
20,100
107,645
2,287
13,357
2,327

△ 55,655
△ 53,327
66,684
66,875
35,445
200,000
369,005

２　事業管理費
　　（１）人件費
　　（２）業務費
　　（３）諸税負担金
　　（４）施設費
　　（５）その他事業管理費
　　事業利益
３　事業外収益
　　（１）受取雑利息
　　（２）受取出資配当金
　　（３）賃貸料
　　（４）償却債権取立益
　　（５）雑収入
４　事業外費用
　　（１）支払雑利息
　　（２）寄付金
　　（３）賃貸物件等経費
　　（４）貸倒引当金戻入益
　　（５）雑損失
　　経常利益
５　特別利益
　　（１）一般補助金
　　（２）土地収用にかかる収益
６　特別損失
　　（１）固定資産処分損
　　（２）資産除去債務履行差額
　　（３）減損損失
　　（４）その他の特別損失
　　税引前当期利益
　　（１）法人税・住民税及び事業税
　　（２）法人税等調整額
　　法人税等合計
　　当期剰余金
　　当期首繰越剰余金
　　土地再評価差額金取崩額
　　施設整備積立金取崩額
　　当期未処分剰余金

科　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
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貸 借 対 照 表
（平成31年3月31日現在） （単位：千円）

　　　　　科　　　　目
１　信用事業資産
　（１）現金
　（２）預金
　　　　　系統預金
　　　　　系統外預金
　（３）有価証券
　　　　　国債
　　　　　地方債
　　　　　金融債
　　　　　社債
　（４）貸出金
　（５）その他の信用事業資産
　　　　　未収収益
　　　　　その他の資産
　（６）貸倒引当金
２　共済事業資産
　（１）共済貸付金
　（２）共済未収利息
　（３）その他の共済事業資産
　（４）貸倒引当金
３　経済事業資産
　（１）経済事業未収金
　（２）経済受託債権
　（３）棚卸資産
　　　　　購買品
　　　　　その他棚卸資産
　（４）その他の経済事業資産
　（５）貸倒引当金
４　雑資産
５　固定資産
　（１）有形固定資産
　　　　　建物
　　　　　機械装置
　　　　　土地
　　　　　リース資産
　　　　　その他の有形固定資産
　　　　　減価償却累計額
　（２）無形固定資産
６　外部出資
　　　系統出資
　　　系統外出資
　　　子会社等出資
７　繰延税金資産

　　 資　産　の　部　合　計

金　額   　
128,799,677
460,697

92,846,513
92,830,000
16,513

7,722,925
6,442,245
212,880
300,140
767,660

27,622,800
305,193
89,631
215,562

△ 158,453
4,681
76

4,211
393
0

518,649
238,571
406

235,854
189,378
46,475
61,126

△ 17,309
268,093
6,139,571
6,138,145
4,059,655
419,855
4,377,427
129,913
885,526

△ 3,734,232
1,426

4,457,009
4,184,065
173,244
99,700
82,350

140,270,033

　　　　　科　　　　目
１　信用事業負債
　（１）貯金
　（２）借入金
　（３）その他の信用事業負債
　　　　　未払費用
　　　　　その他の負債
２　共済事業負債
　（１）共済借入金
　（２）共済資金
　（３）共済未払利息
　（４）未経過共済付加収入
　（５）未払共済費用
　（６）その他の共済事業負債
３　経済事業負債
　（１）経済事業未払金
　（２）経済受託債務
　（３）その他の経済事業負債
４　設備借入金
５　雑負債
　（１）未払法人税等
　（２）リース債務
　（３）その他の負債
６　諸引当金
　（１）賞与引当金
　（２）退職給付引当金
　（３）役員退職慰労引当金
７　再評価に係る繰延税金負債
　　  負　債　の　部　合　計
１　組合員資本
　（１）出資金
　（２）資本準備金
　（３）利益剰余金
　　　　　利益準備金
　　　　　その他利益剰余金
　　　　　　　　営農振興積立金
　　　　　　　　施設整備積立金
　　　　　　　　財務基盤強化積立金
　　　　　　　　当期未処分剰余金
　　　　　　　　（うち当期剰余金）
　（４）処分未済持分
２　評価・換算差額等
　（１）その他有価証券評価差額金
　（２）土地再評価差額金
　純　資　産　の　部　合　計
　　負債及び純資産の部合計

金　額  　
130,047,314
126,278,291
3,036,243
732,780
52,864
679,915
778,366

76
554,979

1
195,646
20,036
7,626

279,034
202,465
23,755
52,813
76,662
378,593
2,327
19,393
356,871
409,220
56,770
311,125
41,324
424,654

132,393,846
6,574,784
3,018,320
1,012,768
2,589,005
730,000
1,859,005
350,000
490,000
650,000
369,005
（66,684）
△ 45,310
1,301,403
431,575
869,827
7,876,187

140,270,033

資　産　の　部 負債及び純資産

平成30年度　剰余金処分計算書
（単位：円）

科　　　目

１　当期未処分剰余金

２　剰余金処分額

　　（1）利益準備金

　　（2）任意積立金

　　　　　　営農振興積立金

　　　　　　施設整備積立金

　　　　　　財務基盤強化積立金

　　（3）出資配当金

３　次期繰越剰余金

金　　額

369,005,372

20,000,000

180,000,000

20,000,000

10,000,000

150,000,000

58,276,161

110,729,211

注１　出資配当金は年2％の割合とします。
注２　次期繰越剰余金には、営農指導・生活・文化改善事業の費用に充てるための繰越額
　　　15,000,000円が含まれています。
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土居地区 富郷地区

三島地区

新宮地区川之江地区

　
６
月
３
日
か
ら
、
Ｊ
Ａ
う
ま
川
之
江
・
三
島
・
土

居
・
新
宮
・
富
郷
の
５
地
区
で
総
代
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
会
場
で
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
・

ご
要
望
に
つ
い
て
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
各
会
場
で
頂
き
ま
し
た
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
各
担
当
部
署
へ
つ
な
ぎ
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
代
の
人
数
は
来
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
る
の

か
。

総
代
定
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
１５
年
の
Ｊ
Ａ
う

ま
と
Ｊ
Ａ
川
之
江
市
と
の
合
併
当
時
か
ら
定
数

を
７
０
２
名
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
合
併
か
ら
十

数
年
が
経
ち
、
正
組
合
員
数
が
減
少
す
る
な
か
で
、

県
下
他
Ｊ
Ａ
の
総
代
定
数
等
を
鑑
み
た
結
果
、
定
数

を
５
０
０
名
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
の
判
断

に
至
り
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
変
更
案
で
は
川
之
江
・
三
島
・
土
居
の
３
地
区

で
定
数
を
区
割
り
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
現

状
の
各
地
区
の
定
数
の
割
合
は
維
持
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

決
算
の
実
績
推
移
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比
較

し
て
当
期
剰
余
金
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
り
ま
す
か
。

経
常
利
益
段
階
で
は
前
年
度
比
約
３８
百
万
円
の

増
益
と
な
り
ま
し
た
が
、
旧
本
店
の
解
体
に
伴

う
費
用
や
減
損
損
失
等
、
臨
時
的
な
費
用
と
し
て
特

別
損
失
約
２
８
９
百
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、

当
期
剰
余
金
が
前
年
度
比
で
大
き
く
減
少
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
尚
、
本
店
解
体
費
等
施
設
関
連
の

臨
時
費
用
に
充
て
る
目
的
で
積
み
立
て
た
施
設
整
備

積
立
金
２
０
０
百
万
円
の
取
崩
し
に
よ
り
、
未
処
分

剰
余
金
は
前
年
度
並
み
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
が
行
わ
れ
て
５
年
目
と
な
っ

た
が
、
あ
ま
り
成
果
が
出
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
が
。

自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
む
べ
き
事
項

を
「
自
己
改
革
工
程
表
」
と
し
て
設
定
し
、
数

値
目
標
の
達
成
に
向
け
各
分
野
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
営
農
経
済
部
門
で
は
、
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低

減
に
向
け
た
肥
料
・
農
薬
等
生
産
資
材
の
予
約
・
大

口
供
給
価
格
の
引
き
下
げ
や
低
価
格
肥
料
の
取
り
扱

い
等
に
取
り
組
み
、
農
業
者
所
得
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
全
農
と
連
携
し
て
更
な
る
コ
ス
ト

低
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
里
芋
を
販
売
し
て
い
く
上
で
、
伊
予
美

人
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
価
格
の
維
持
等
収

益
を
上
げ
る
為
に
ど
の
よ
う
な

施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

里
芋
「
伊
予
美
人
」
に
つ

い
て
は
、
品
質
の
維
持
・
向

上
や
様
々
な
消
費
宣
伝
活
動
の

展
開
等
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
は

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場
」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
選
果
機
・

冷
蔵
施
設
の
機
能
性
を
高
め
、
市

令
和
元
年
度
地
区
別
総
代
説
明
会
　
意
見
・
要
望
　
検
討
結
果
報
告

Q1A1Q2A2

Q3A3Q4A4

場
・
業
務
加
工
用
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
品
質
の
確
保
・

安
定
供
給
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
口
化
や
需
要
に
応
じ

た
調
整
・
多
元
販
売
を
行
い
、
有
利
販
売
に
取
り
組

み
ま
す
。

里
芋
生
産
の
規
模
拡
大
を
進
め
て
い
く
中
で

の
機
械
化
・
省
力
化
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ

フ
ァ
ー
ム
う
ま
は
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
か
。

機
械
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
芋
の
堀
取
り
・

分
離
機
と
拾
い
上
げ
機
の
実
証
を
９
月
よ
り
実

用
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
さ
と
い

も
広
域
選
果
場
で
の
芋
分
離
・
根
取
り
支
援
と
合
わ

せ
て
、
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

Q5A5
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JAうま
桃の収穫始まる

　夏に旬を迎える果実「桃」。JAうま管内でも桃の収
穫が始まりました。今回訪れたのは、四国中央市妻鳥
町の鈴木勝征さん、ミサ子さんご夫妻が所有する圃
場です。鈴木さんご夫妻は、5㌃ほどの圃場で桃のほ
か、梨や甘平などの様々な品種を栽培しています。
　現在、鈴木さんが栽培する桃は、「日川白鳳」「あ
かつき」「黄金桃」など計6種類で、12年前から栽培
に取り組んでいます。鈴木さんは有機肥料を使って
いる為、比較的甘さが強い仕上がりだと自信を見せま
す。
　「農業はしんどい事もあるが、作る喜びがある」と
話すミサ子さん。「妻の支えがあるから今までやって
これた」と話す勝征さんには笑顔が浮かびます。鈴木
さんご夫妻は「新しい品種にも挑戦したい」と話して
くださいました。

自作の農電マット式発芽育苗箱を使い発芽率高める
金田町　吉岡孝太郎さん

　JAうま管内の吉岡孝太郎さんは、農電マット式発芽
育苗箱を自作し、スイートコーンの発芽率を高めてい
ます。吉岡さんによると、農電マットを使い加温する
ことで発芽率を90％近くまで高めることができ、種か
ら発芽までの時間が短くなる為、種の数を減らすこと
が出来るそうです。
　吉岡さんは、建設業を営んでいましたが10年ほど前
にスイートコーンの栽培を始め、現在、両親と20㌃の
規模で栽培に取り組んでいます。種をまく4月には朝
晩を中心に寒い時もあり、発芽率が低下してしまうこ
とが課題だったことから、吉岡さんご自身のアイデア
で、農業用品を扱うインターネットサイトなどで農電
マットやアクリル板などの材料をそろえ、電農マット
式発芽育苗箱を作りました。昼は33～35度、夜は20度
前後に温度設定しています。これにより発芽率が高ま
り種から苗にする効率が良くなったと吉岡さんは話し
ます。
　吉岡さんの圃場では、6月下旬から収穫が始まり、
「品質は上々だ。今年も美味しいスイートコーンを消
費者に届けられる」と笑顔で話します。吉岡さんが栽
培しているスイートコーンは糖度が20度前後あり、穂
重は500㌘を超える「おおもの」という品種です。収
穫は8月15日まで続き、約2ヶ月間で4000本の出荷を見
込んでいます。

さんご夫妻は「新しい品種にも挑戦したい」と話して
くださいました。

農電マット式発芽育苗箱

営
農
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
IC
S

桃を収穫するミサ子さん

鈴木勝征さん・ミサ子さんご夫妻

スイートコーンを収穫する吉岡さん
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ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

　JAうまは、6月17日においでや市総会、6月25日
にジャジャうま市総会を開きました。
　それぞれの総会では、平成30年度の活動報告・
決算と令和元年度の活動・予算案などが審議さ
れ、すべての議案が可決承認されました。
　ジャジャうま市総会では、役員改選があり、引
き続き部会長に飛鷹総慶さん、副部会長に岸森き
みこさんと飛鷹佐奈美さんが選任されました。

産直市生産者部会
通常総会を開催 

　6月8日、松山市のニンジニアスタジアムにて
「えひめ5時間リレーマラソン」が行われ、JAうま
もチームを組み参加しました。
　当日は天気が心配され、小雨の中でのスタート
となりましたが、だんだんと天気も回復しました。
チーム一丸となりタスキをつなぎ、見事5時間走り
きることが出来ました。
　JAうまチームは、総合順位457位、職場対抗の
部では172位でした。
　参加者たちは5時間を走り終え、達成感に目を輝
かせていました。

JAうまチーム、走りぬきました！
JA共済presents

第6回えひめ5時間リレーマラソン

小学生が町探検
中曽根支店に児童訪問

　6月14日、四国中央市立中曽根小学校2年生の児
童達がJAうま中曽根支店を見学に訪れました。
　この「町探検」は、学校周辺のお店や施設を見
学して、地域の人との交流やコミュニケーション
能力を養うことを目的に行われています。
　児童らはひと通り支店内を見学し、見たことの
ない機械に驚く様子をみせました。児童からは、
「JAうまでは何人が働いているのか」や「どんな
機械があるのか」等多くの質問があり、西岡支店
長らは、児童達の質問に丁寧に答えていました。

第3回理事会 令和元年6月26日（水）

理事の役員報酬（案）について

平成30年度末監事監査に対する回答書（案）

について

松柏支店設置のコイン精米機の入替えについ

て

大口貸出案件の承認について

令和元年度第2四半期余裕金運用計画（案）に

ついて

協同住宅ローン（KHL）保証型融資要項の制定

について

業務報告書の承認について

監査契約書の締結について

出資減口申込の承認について

第1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

第7号議案

第8号議案

第9号議案

令和元年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

5時間走り切ったJAうまチーム

通常総会の様子

児童らにぱんジャくんグッズを手渡す西岡支店長
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ま
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ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
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あったか荘三島 あったか荘川之江

「もう乗れると思っていなかった電
車に何十年ぶりかに乗れてとても楽
しかった。連れていってくれて本当に
良かった」と利用者らは大変喜ばれ
ました。

●電車に乗ってあかがねミュージアムへ

●●● あったか荘ダイアリー ● ● ●

●新居浜の池田池へ菖蒲見学

●大野原の粟井神社へ
　紫陽花見学

●田植え
6月10日・11日、妻鳥小学校の児童達が
施設見学に訪れました。色々な出し物を
してくれて、利用者らは久しぶりに童心
に返っていた様子でした。

●妻鳥小学校の子供達との交流

地元産の梅を使って梅ジュースと梅干し作りをしまし
た。慣れた手つきでへたを取ったり、綺麗に拭いたりと
利用者らは積極的に手伝ってくださいました。美味しく
出来ますように♪

●梅ジュース&梅干作り
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年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
現
在
技
能
実
習
生
等
が
日
本
に
来
て
働
か
れ
て
い

る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
一
定
期
間
勤
務
さ
れ
、
本
国
に
帰
国

さ
れ
ま
す
。
日
本
に
お
ら
れ
る
間
は
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

年
金
受
給
開
始
年
齢
以
降
も
日
本
に
在
住
さ
れ
る
方

は
通
常
の
老
齢
厚
生
年
金
・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
出
国
さ
れ
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
次

の
条
件
を
満
た
せ
ば
脱
退
一
時
金
を
請
求
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

　
受
給
出
来
る
の
は
次
の
要
件
を
満
し
た
方
で
す
。

　
①
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
方

　
②
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

納
付
期
間
と
保
険
料
四
分
の
一
免
除
期
間
の
四

分
の
三
に
相
当
す
る
月
数
、
保
険
料
半
額
免
除

期
間
の
月
数
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
月
数
、

及
び
保
険
料
四
分
の
三
免
除
期
間
の
月
数
の

四
分
の
一
に
相
当
す
る
月
数
と
を
合
算
し
た
月

数
、
又
は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
の

月
数
が
六
ヵ
月
以
上
あ
る
方

　
③
日
本
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
方
（
再
入
国
許

可
・
み
な
し
再
入
国
許
可
を
受
け
て
出
国
す
る

場
合
は
転
出
届
の
提
出
を
し
た
と
き
）

　
④
年
金
（
障
害
手
当
金
を
含
む
）
を
受
け
る
権
利

を
有
し
た
事
の
な
い
方

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
又
は
共
済
組
合
の
被

保
険
者
を
喪
失
し
、
日
本
に
住
所
を
有
し
な
く
な
っ

た
日
か
ら
二
年
以
内
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

「
脱
退
一
時
金
の
取
扱
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
」

　JAうまでは、平成27年6月に組合員の大切な資産を守ることを目的とした「組合員
資産保全サポート室」を開設し、相続フォーラムや個別相談会等を定期的に開催してき
ました。終活支援サービスをはじめ、相続時の節税対策や資産保全等、組合員・地域住
民のくらしから出る課題に向き合う取り組みを行っています。

進める！

協同プロジェクト くらしの課題に向き合い
地域の活性化に貢献する

　7月6日（土）に川之江中央支店
で開催した相続フォーラムには、セ
ミナー・個別相談ともに多く方々
に参加していただきました。このよ
うなセミナーは、年間3回行ってお
り、相続税に関する節税対策や信託
を使った相続対策、葬儀に関する事
前相談等、各分野の専門家を講師に
招いて様々なテーマで講演を行って
います。また、相続フォーラム以外
でも相続税対策に関する相談会、不
動産に関するよろず相談会をローン
センター及び一部店舗で行っていま
す。
　資産保全サポートセンターでは、
税理士、司法書士等の専門家と連携
し、相続・贈与に関する対策、当事
者の立場に立った適切なアドバイス
や支援を行います。

地域から頼られるJAへ

● セミナー自体分かりやすく他のテーマについて
も聞いてみたい。

● 遺言書、エンディングノートの書き方について
のセミナーをしてほしい。

● 不動産対策をテーマにしたセミナーを開催して
ほしい。

相続フォーラム参加者からの声
～アンケート抜粋～

セミナーの講師を務めた合田税理士
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JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

　
平
成
２７
年
か
ら
施
行
さ
れ
た

相
続
税
法
改
正
で
、
相
続
税
の
基

礎
控
除
が
大
幅
縮
小
し
、
課
税
さ

れ
る
人
の
割
合
は
改
正
前
の
約
２

倍
へ
と
増
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

相
続
や
相
続
税
は
他
人
事
で
は
な

く
、
い
ず
れ
は
起
こ
り
う
る
「
わ

が
家
の
問
題
」
と
し
て
捉
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
一
大
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
確
実
な
遺
言
書
が
円
満
相
続
の

カ
ギ
に

　
遺
産
分
割
協
議
で
揉
め
な
い
た

め
に
、
被
相
続
人
の
意
思
で
あ
る

「
遺
言
書
」
を
残
す
の
は
と
て
も

有
効
な
手
段
と
い
え
ま
す
。
相
続

に
お
い
て
、
亡
く
な
っ
た
被
相
続

人
の
意
思
は
何
よ
り
も
尊
重
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
優
先
す
べ
き
と

い
う
考
え
が
あ
る
た
め
で
す
。
遺

言
書
に
は
「
付
言
」
と
し
て
家
族

に
配
慮
し
、
争
い
が
起
き
な
い
よ

う
に
遺
言
書
の
内
容
を
決
め
た
理

由
を
書
い
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ

う
。
　
も
し
、
遺
言
書
が
な
け
れ
ば
、

預
貯
金
・
不
動
産
な
ど
の
プ
ラ
ス

財
産
と
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
マ
イ

ナ
ス
財
産
の
財
産
探
し
や
、
遺
産

分
け
で
揉
め
て
、
相
続
手
続
き
が

遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
為
、
マ
イ
ナ
ス
財
産
が

多
い
場
合
の
相
続
放
棄
（
３
ヶ
月

以
内
）
、
納
め
る
税
金
を
減
ら
す

た
め
の
相
続
税
の
特
例
（
１０
ヶ
月

以
内
）
の
活
用
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
約
４０
年
ぶ
り
の
民
法
改
正
で
自

筆
証
書
遺
言
の
様
式
が
緩
和
さ

れ
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
財
産
目
録
作

成
や
、
法
務
局
で
自
筆
証
書
遺
言

を
預
か
っ
て
も
ら
え
る
制
度
も
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
預
か

り
の
際
に
自
筆
証
書
遺
言
の
様
式

に
沿
っ
て
い
る
か
を
法
務
局
が
確

認
す
る
の
で
、
形
式
無
効
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
改
ざ

ん
、
隠
ぺ
い
や
紛
失
の
リ
ス
ク
が

な
く
な
る
為
、
検
認
が
不
要
に
な

り
、
速
や
か
に
遺
産
分
割
の
手
続

き
に
着
手
で
き
る
で
し
ょ
う
。
と

は
い
え
、
突
飛
な
内
容
は
逆
に
相

続
人
同
士
の
紛
争
の
種
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
分
割
内
容
に
よ
っ

て
は
相
続
税
額
が
大
き
く
変
わ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
遺
言
書
を

書
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
税
理

士
等
に
相
談
し
法
的
に
も
内
容
的

に
も
妥
当
な
も
の
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
セ

ミ
ナ
ー
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
一
度

専
門
家
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
資
産
保
全
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
贈
与
や

相
続
、
資
産
管
理
な
ど
に
関
す

る
困
り
ご
と
を
親
身
に
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

大
相
続
時
代
が
や
っ
て
く
る
！
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輝く女性部
　JAうま女性部は、今年度から「JA介護予防運動定期健康教室」を開催しております。JA愛媛
厚生連指導のもと、組合員や女性部、地域住民を対象にいつまでも健康な体作りを目的として、
今年度は6月から来年2月までの間、計7回にわたり開催を予定しています。6月6日に開いた第
1回目の健康教室では20名が参加し、体力測定や簡易脳年齢測定等を行いました。参加者らは、
握力や脚筋力など合計7種目にわたり、体力を測定し、汗をかきながらも自分達の結果に、一喜
一憂の表情を見せていました。
　講師を務めたJA愛媛厚生連の後藤昌栄先生は、「『楽しく動いて転倒しないカラダづくり』が
今回のテーマです。楽しみながら少しずつ健康な体づくりにしてい
きましょう」と参加者らに呼び掛けました。
　なお、2回目以降の健康教室では、転倒予防や尿失禁予防を目的
とする「てんとうムシ&みつばち体操」や旬の野菜を使った料理講
習会を予定しています。

健康な体づくりを目指して
　　　　　　　　JA介護予防運動輝輝くく 性性部

－ 組合員・JAバンクをご利用のお客さまへ －
「定期性貯金期日のご案内」「定期積金期日のご案内」発送終了のお知らせ

（令和元年10月31日作成分をもって発送を終了します）

　このたびJAバンクでは、定期性貯金（定期貯金、定期積金など）のお取引をいただいているお客さ
まに発送しております下記のご案内状につきまして、誠に勝手ながら、令和元年10月31日作成分をもち
まして、発送を終了させていただきます。
　ご案内状でお知らせしている満期日などにつきましては、お手元の通帳、証書などでご確認いただ
きますよう、お願い申しあげます。
【発送を終了するご案内状】
■ 定期性貯金期日のご案内　　　　　　　　　　　　           ■ 定期積金期日のご案内
対象商品

内 容

作成時期

定期貯金、積立式定期貯金、譲渡性貯金

満期日、中間利払日などのご契約内容

原則として満期日、中間利払日の2か月前の月末
※ 発送を継続する先　　▶法人・団体のお客さま
　　▶課税区分がマル優の口座をお持ちのお客さま

対象商品

内 容

作成時期

定期積金

満期日などのご契約内容

原則として満期日の2か月前の月末
※ 発送を継続する先　　▶法人・団体のお客さま

　なお、JAネットバンクをご契約のお客さまを対象に、ご案内状と同様の内容をEメールで受け取ることができるサー
ビスを令和元年11月頃開始予定ですので、この機会に、JAネットバンクのご利用をご検討ください。
　また、送付の継続をご希望の方は、ご利用のJAうま各金融店舗にお問い合わせください。
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郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

62円分の切手を
はってください

①
令
和
元
年
は
8
月
8
日
。
暦
の
上
で
は
も

う
秋
で
す

②
日
焼
け
し
た
後
に
で
き
る
こ
と
も

③
彼
女
の
料
理
の
腕
前
は
│
│
は
だ
し
だ

④
ア
ッ
プ
の
反
対
語
で
す

⑥
竹
や
梅
と
並
ん
で
め
で
た
い
植
物

⑨
こ
す
れ
て
す
り
減
る
こ
と

⑩
五
輪
で
3
位
の
選
手
の
首
に
掛
け
ら
れ
ま

す
⑪
辞
書
で
四
字
│
│
の
意
味
を
調
べ
た

⑬
お
こ
わ
を
竹
の
皮
で
く
る
ん
だ
中
華
│
│

⑭
握
り
ず
し
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑯
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
。
花
の
都
と
い
わ
れ
ま

す

②
夏
休
み
の
最
終
日
に
慌
て
て
片
付
け
る
子

も
い
ま
す

⑤
酒
の
お
供
で
す

⑦
建
具
の
滑
り
を
良
く
す
る
た
め
に
敷
居
に

塗
る
こ
と
も

⑧
脂
│
│
、
糖
│
│
、
タ
ン
パ
ク
│
│

⑨
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
登
る
所

⑪
そ
の
人
が
住
ん
で
い
る
所
。
彼
は
│
│
の

名
士
だ

⑫
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
び
立
つ
先

⑭
鶴
と
並
ん
で
め
で
た
い
生
き
物

⑮
芝
居
の
最
後
に
下
ろ
す
物

⑯
上
野
動
物
園
生
ま
れ
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
は

何
の
動
物
？

⑰
イ
チ
ゴ
味
や
メ
ロ
ン
味
の
シ
ロ
ッ
プ
を
掛

け
て
食
べ
ま
す
。
パ
ッ
ピ
ン
ス
や
ハ
ロ
ハ

ロ
も
こ
の
一
種

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
８
月
25
日
（
日
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募72通）
雨蛙（あまがえる）

6月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

8月号
クロスワード解答
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１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、62円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつでも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご相談下さい。
ご
色色

会員募集中
事前相談受付中

湯灌のご案内
ゆ  かん

　湯灌の儀式には亡くなられた方が来世に導かれるために現世
の汚れを洗い清めるという意味と、赤ちゃんが産まれたときに、
産湯につかるように新たに来世へ生まれ変わるためにという願
いを込めています。

湯灌サービス　Ｑ＆Ａ
Ｑ１：病院できれいにしてもらったのですが・・・
　病院での処置は、アルコール綿での清拭と綿詰めが基本で、医療面にお
ける応急処置といったものが多いようです。湯灌はこれとは全く別のもの
で、実際にシャワーによるお湯を使って身体を洗い、含み綿でお口元をきれ
いに整え、ご遺族の意向に沿ってお化粧をするといった本格的なものです。
　湯灌にかかる時間は、故人様の状態等により多少変わりますが、準備、片
付けを含めて約1時間半程度です。

Ｑ２：死化粧とはどんなもの？
　お顔の色をいくらかでも生前に近いようにするごく自然なものですが、故
人様の顔色や状態によって対応いたします。
　また傷等も程度によりますが目立たないようにできます。
　化粧品は衛生面を考慮して、新しいものを使っておりますが、故人様が愛
用されていた化粧品を使ってほしいなどご要望があればご相談ください。
　その際、ご希望の衣服をお持ちいただければ、お着替えもさせていただ
きます。

Ｑ４：必要な広さや準備は？
　たたみ3畳分程のスペースを頂ければ必要な物はお湯や浴槽など全て準
備してお伺いします。完全防水ですので、絨毯などの上でも大丈夫です。ま
た、使用させて頂いたお湯は全て回収させて頂きます。

Ｑ３：宗教は関係ありますか？
　宗教や宗派を問わず、どなたにでも対応致します。

組合員・ご利用者の皆様へ

現金・通帳・証書等重要物のお預かりについて
　当組合では、皆様の大切な財産を安全にお預かりするため、以下のような取扱いを徹
底しています。貯金等のお取引の際には、十分内容をご理解くださいますようお願い申
し上げます。

１．当組合職員が現金・通帳・証書等重要物をお預りする際には、必ず組合所定の「受
取書」・「定期積金掛込専用受取書」・「お預り書」又は「領収書」を発行し、お
渡しいたします。「受取書」・「定期積金掛込専用受取書」・「お預り書」や「領
収書」を発行せず現金・証書等をお預りすることはいたしません。なお、名刺やメ
モ書き等で代用することもございません。

２．通帳・証書等重要物は、事務手続きの間お預かりするもので、お客様のご都合によ
る場合を除き、長期間お預かりすることはございません。

３．現金をお届けする際は、現金および返却物をご確認の上、受領書に必ずお客様ご自
身にご署名・ご捺印をお願い申し上げます。また、職員が貯金等のご印鑑をお預か
りすることもございません。

４．定期貯金・定期積金の解約申込書、普通貯金の払戻請求書には必ず、ご署名・ご捺
印の上、日付・金額を併せてご記入願います。その際には、金額の左端に【￥マー
ク】をご記入下さい。

５．通帳は、月に一度はご記帳されることをお勧めいたします。ご記帳は、最寄の
ATMコーナー、本店営業部・支店窓口、又は渉外担当者にお申し付け下さい。

　万一、上記の取扱いが守られていない場合や、ご不審な事案がございましたら、下記
の相談窓口までご連絡いただきますようお願い申し上げます。

JAうま　総合企画部　総合対策課
TEL：0896－24－3736

プリエール通信
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☆
久
し
ぶ
り
に
パ
ズ
ル
、
ま
ち
が
い
さ

が
し
に
挑
戦
し
ま
し
た
。ま
ち
が
い
さ

が
し
大
変
こ
ま
か
い
点
に
注
意
し
て

見
つ
け
ま
し
た
。お
茶
つ
み
の
作
業
が

や
っ
と
片
付
き
ほ
っ
と
し
た
や
す
ら

ぎ
の
時
間
が
持
て
ま
し
た
。次
回
も
頑

張
っ
て
み
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】お
茶
摘
み
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
是
非
ま
た
、
休
憩
が
て
ら
に
パ
ズ
ル
、

ま
ち
が
い
さ
が
し
等
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
♪

☆
本
格
的
な
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。四
国
中
央
市
の
ダ
ム
の
貯
水
量
が

心
配
で
す
。雨
が
降
っ
て
一
日
も
早
く

満
水
に
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

（
Ｚ
・
Ｍ
さ
ん
）

【
編
】
洗
面
や
歯
磨
き
の
時
に
は
、
水
を

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
な
ど
家
庭
で

も
出
来
る
節
水
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、私
も
心
掛
け
た
い
で
す
。

☆
家
庭
菜
園
を
4
〜
5
年
楽
し
ん
で
い

ま
す
。菜
園
ノ
ー
ト
も
増
え
、
畑
道
具
類

も
た
く
さ
ん
増
え
て
い
ま
す
。

（
ア
キ
ラ
さ
ん
）

　
７
月
中
旬
、
梅
雨
明
け
は
ま
だ
の
よ
う

で
す
が
、
外
に
出
る
と
蝉
の
声
も
聞
こ
え

だ
し
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
も
も
う
す
ぐ

で
す
！
熱
中
症
に
は
、
十
分
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
！

「まちがいさがし」答え ： 4 …………島がない　　5 …………旗の向きが違う　　8 ………はしごが壊れている
　　　　　　　　　　    10 …………リボンが時計になっている　　11 …………口から吹き出した水の高さが違う

【
編
】
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
農
作
物

を
育
て
て
く
だ
さ
い
ね
♪

☆
５
月
１４
日
、
最
愛
の
母
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。実
家
が
東
京
の
た
め
、
１
ヶ
月

前
に
行
き
手
を
握
り
看
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。老
衰
で
苦
し
ま
ず
自
然
に
眠

る
よ
う
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。い

つ
も
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
い
た
母
。

こ
れ
か
ら
私
も
「
思
い
や
り
」
の
心
と

「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
の
気
持
ち
が
持

て
る
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
公
子
さ
ん
）

【
編
】
素
敵
な
お
母
様
だ
っ
た
の
で
す

ね
。

☆
梅
雨
入
り
も
ま
だ
だ
し
、
水
不
足
が

心
配
で
す
。あ
ま
が
え
る
の
声
が
な
ん

と
な
く
さ
み
し
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。

大
雨
で
な
く
時
々
の
雨
が
欲
し
い
で

す
。

（
エ
イ
ト
さ
ん
）

【
編
】
豪
雨
で
も
渇
水
で
も
困
り
ま
す
よ

ね
。ほ
ど
良
い
雨
が
欲
し
い
で
す
ね
♪

☆
久
々
に
つ
ば
め
が
我
家
に
巣
を
作
り

ま
し
た
。5
月
末
で
し
た
。ま
だ
ひ
な
は

か
え
っ
て
い
ま
せ
ん
。今
か
ら
孫
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。今
年
な
ん
か
い

い
事
が
あ
る
か
も
。

（
Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】
お
孫
さ
ん
と
の
楽
し
み
が
あ
る
の

は
、
と
て
も
素
敵
で
す
ね
。良
い
こ
と
が

あ
る
と
イ
イ
で
す
ね

卯
の
花
の
ほ
の
か
に
香
る
雨
あ
が
り
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

児
ら
去
に
し
あ
と
片
付
け
や
柿
若
葉
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

浅
蜊
掘
る
島
の
彼
方
は
夕
映
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
寿
子

目
を
細
め
地
蔵
も
春
を
惜
し
ま
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

ト
タ
ン
屋
根
は
が
し
て
山
地
吹
き
抜
け
る
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

お
茶
を
摘
む
瀬
戸
の
海
を
眼
下
に
し
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

柿
若
葉
ま
ぶ
し
き
色
の
空
に
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

早
や
6
月
令
和
の
年
号
動
き
出
す
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

蛍
火
と
遥
か
遠
く
に
ア
ン
タ
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
い

ま
あ
い
い
か
間
違
い
笑
い
あ
う
も
年
　
　
　
　
　
　
　
飛
鷹
　
幸
子

青
い
空
真
赤
な
バ
ラ
に
ま
だ
未
練
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
眞
佐
美

０
才
の
笑
顔
大
人
を
透
明
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
淳
子

平
成
か
ら
令
和
へ
夢
を
繋
ぎ
生
き
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
景
マ
リ
子

ね
じ
巻
け
ば
昭
和
を
語
る
古
時
計
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
タ
マ
エ

年
老
い
て
喧
嘩
別
れ
の
友
に
逢
い
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
誠
太
郎

ひ
い
ま
ご
の
今
日
一
日
は
マ
マ
代
行
　
　
　
　
　
　
　
真
鍋
　
照
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
と
命
日
い
つ
も
届
く
花
　
　
　
　
　
　
水
田
　
隆
子

低
い
鼻
メ
ガ
ネ
が
捜
す
座
る
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
佳
子

揺
れ
て
い
る
灯
の
よ
う
な
こ
の
平
和
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
敏

事
故
多
発
次
回
更
新
迷
わ
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
声
水

母
の
日
を
重
ね
重
ね
て
過
ぎ
ゆ
け
り
ア
ジ
サ
イ
の
ピ
ン
ク
鮮
や
か
に
写
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
幸
子

見
上
げ
れ
ば
手
招
き
を
せ
る
夏
の
峰
高
山
の
花
咲
く
季
節
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
慶
喜

麻
の
れ
ん
両
手
で
開
き
入
る
客
と
頭
突
込
み
肩
で
入
る
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
子

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

15

（
Ａ
・
Ｙ
さ
ん
）

梅
雨
は
憂
鬱
な
気
分
に
な
り
ま

す
が
、紫
陽
花
を
み
る
と
ほ
っ
こ

り
し
ま
す
ね
。

【
編
】
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8 月の予定 ※7月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

振替休日

山の日

介護 ・・・介護相談会（午前10時～正午）

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店年金 長津支店 学校給食米収穫祭

相続個別相談会

年金 本店 年金 中曽根支店年金 土居中央支店

年金 寒川支店 年金 川滝支店 年金 豊岡支店年金 金生支店

介護 豊岡支店

1、2年生　さつまいも植付け

さつまいも植付け

農業体農業体験僕たち私たちの 農業体験

田植え4～6年
年長 ゆり組 さつまいも植付け

年長 黄組　さつまいも植付け

さつまいも植付け 1～6年

4年生　さつまいも植付け

5年生　田植え 5年生 田植え 年長 ぞう組 らいおん組 さつまいも植付け


